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?
?
????
　
筆
者
は
こ
れ
ま
で、
非
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
hizm
et （別
名
ギ
ュ
レ
ン
運
動
G
ülen Inspired M
ovem
ent ）
の
事
例
を
調
査
し、
そ
れ
ら
事
例
の
一
端
を
担
う
ギ
ュ
レ
ン
会
議
G
ülen C
onference に
も
参
加
し、
調
査
結
果
の
報
告
を
行
っ
て
き
た。
こ
れ
らの経験をもとに、
「新しいイスラーム」とか「世界に貢献するイスラーム」
として、大きな注目を浴びているヒズメットを分析して、教育支援と文化交流
の
実
践、
そ
れ
ら
の
実
践
に
お
け
る
地
域
性
／
普
遍
性
の
均
衡
と
戦
略
的
効
果
性
を、
最大の特徴として指摘した
（
1）。
　
た
と
え
ば、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
っ
た、
歴
史
的
側
面
か
ら
も、
あるいは現在の社会構成面からも、イスラームが決定的な要因となっていない非イスラーム世界のヒズメットを扱うことは、ヒズメットの活動に対する主観的な判断を避けることができる。そのうえで、教育支援や文化交流 どを通じた社会に貢献する奉仕
（ヒズメット）とは、個々人の内面的信仰から
追求されるだけなのか。それ も個人を超えた社会全体に イスラーム 信仰という色合いを与えているとみるべきなの 後者だとした場合、歴史的に
形
成
さ
れ
て
き
た
唯
一
神
信
仰（
taw
ḥīd ）
は、
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
を
取
り
巻
く
現
実
的
社
会関係にどう反映されている こうした問題 問おう しない やみくもな「イスラーム」のレッテル貼りといった、安易 評価から逃れることができる。　
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
た
上
で、
な
に
よ
り
も、
教
育
支
援
で
あ
れ
文
化
交
流
で
あ
れ、ヒズメットに従事する個々人は共通して、イスラームの信仰に強く動機づけられていることがわかる。その一方で、そ 活動従事者だけでなく、直
接的・間接的に、その活動に関わり合いを持つ人々をも巻き込んだ総体的なネットワークが、地域性／普遍性の均衡を考慮しながら形成されていることを指摘した。そしてこの特徴があるからこそ、ヒズメットはイスラーム的価値観に基
づいた社会関係、つまりムスリム社会を構築していく上で、重要な
役割を果たしていることを考察した
（
2）。
　
本稿では、イスラーム世界における事例として、トルコ（イスタンブル）
、
エ
ジ
プ
ト（カ
イ
ロ）
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（ジ
ャ
カ
ル
タ）
に
お
け
る
教
育
支
援
を
比
較
検討することで、非イスラーム世界におけるヒズメット 調査だけでは理解で
き
な
か
っ
た
知
見
を
報
告
す
る。
こ
れ
に
よ
っ
て、
地
域
共
同
体（コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ）
といった具体的に目に見える社会
00
でもなく、また国家と暗黙的に同一視され
ることもない社会
00
――一定の価値観に基づいた社会関係の広がりとしてのム
0
ス
リ
ム
社
会
00000
――
が、
現
代
的
な
文
脈
に
お
い
て
構
築
さ
れ
る
仕
組
み（
taw
ḥīdic plu-
ralism
）を検討していく一環としたい。
?
?
?????????
（イスタンブル・マルテペ地区）
　
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
マ
ル
テ
ペ
M
altepe 地
区
に
あ
る
フ
ェ
テ
ィ
フ・
コ
レ
ジ
Fetih K
o-
leji （
3）は、
篤
志
家
と
し
て
知
ら
れ
る
ゼ
イ
ネ
ル・
ア
ー
ビ
デ
ィ
ン
Zeynel A
bidin
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
校
の
一
つ
で
あ
る
（
4）。
ヒズメット校の教育の特色としてしばしば指摘され ように 理科（自然科学）
系
や
英
語（外
国
語）
教
育
を
重
視
し、
な
お
か
つ
そ
れ
ら
の
高
い
教
育
実
績
を
誇っていることは、本校でも同様である。　
そうした教育実績を達成するための取り組みの一つとして、本校ではまず
教員側の能力向上に対するプログラムに注意が払われている。各専門科目に
イスラーム世界のヒズメット　　　　
―トルコ、エジプト、インドネシアの事例報告
阿久津
　
正幸
　
イスラーム地域研究東京大学拠点特任研究員
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応
じ
て
、
教
員
は
二
週
間
ご
と
に
教
育
技
術
向
上
に
関
す
る
実
践
的
会
議
を
開
き
、
専
門
的
知
識
と
同
時
に
教
育
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
改
善
策
が
話
し
合
わ
れ
る
。
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
の
特
徴
と
し
て
、
筆
者
は
先
に
戦
略
的
効
果
性
を
指
摘
し
た
。
教
育
支
援
を
行
う
本
校
の
場
合
で
は
、
第
一
に
教
員
側
の
資
質
向
上
を
追
求
す
る
姿
勢
に
、
そ
の
特
徴
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
　
し
か
し、
質
の
高
い
教
育
の
提
供
を
実
現
す
る
戦
略
に
は、
教
員
側
の
科
目
教
育
能
力
の
向
上
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る。
バ
ル
ガ
ン
の
説
明
に
よ
る
と、
児
童・
生
徒
の
教
育
を
成
功
に
導
く
た
め
の
鍵
は、
家
庭（両
親）
を
積
極
的
に
取
り
込
む
こ
と
だ
と
い
う。
こ
の
施
策
を
達
成
す
る
た
め
に、
本
校
で
は
学
級
担
任
制
を
採
用
し、
担
当
教
員
は
ク
ラ
ス（一
二
名
の
児
童・
生
徒
を
担
当）
の
全
科
目
成
績
を
常
時
チ
ェ
ッ
クするだけではなく、精神面や生活面にも目を配っている。　
そうした態勢の上で、成績面などで問題がある特定の児童・生徒だけでは
ない、全員を対象とした定期的な家庭訪問を実施している
。さらには、交流
行事などを設け ことによって 保護者を学校に呼ぶ機会を増やし、保護者側の意識を高め、子弟の教育に巻き込んでいこうとする。こうした教育実践全般が注目されているために、各国からの視察団が頻繁 訪れ おり、日本からの訪問も受けたとのことである。　
以
上
の
特
徴
的
教
育
方
針に
加
え
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
文
化
や
、
倫
理
・
道
徳
教
育
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
児
童
・
生
徒
の
卒
業
後
の
進
路
選
択
の
実
績
（
昨
年
度
は高
校
卒
業
生
の
九
九
％
が
大
学
進
学
）
が
、
保
護
者
に
高
く
評
価
さ
れ
て
おり
、
本
校
の
人
気
を
支
え
て
い
る
大
き
な
背
景
に
も
な
っ
て
い
る
と
バ
ル
ガ
ン
は
分
析
し
て
い
る
。
　
児童・生徒の圧倒的多数が寮生活を送っていることも、ヒズメット校の特
色
と
さ
れ
る。
本
校
に
も
寮
が
付
設
さ
れ
て
い
る
が、
こ
れ
は
通
学
に
対
す
る
配
慮
や、
集団生活による規律性といったことを主眼とした措置ではない。むしろ、寮
生活における学習環境そのものが、児童・生徒とその親たちに高い支持を受けている。たとえば、ヒズメット系の高校を卒業した現役大学生たちの多くは、積極的 寮でのボランティア家庭教師役を買って出る。寮生活を送る児童・生徒は、授業で十分に理解できなかった科目があったら、いつでも家庭教師に相談できる態勢になっていることが、寮生活が支持され 最大の背景となっている。　
こうした寮の独特の機能については、本国トルコの事例を訪問して初めて
理解できた。後述するが、イスラーム世界如何を問わず、トルコ以外のヒズメット校でも、同様に寮を提供している。しかし本国トルコのようには、ヒズメット校 教育を受けた卒業生が十分 育 はおらず、家庭教師の担い手を思うようには確保できていない。　
本国トルコの場合、早い段階からヒズメット教育を受け、そしてそ 教育
によって啓発されて、いまや大学 入学した学生 とっては 自 が恩恵を受
け
て
き
た「善
行」
に
貢
献
で
き
る、
最
も
身
近
な
手
段
が
家
庭
教
師
で
あ
る
（
5）。
こ
うして人材の再生産体制が確立され、総体的なネットワークが構築されて
いく。ヒズメットの特徴である戦略的効果性が、本国トルコの寮の活用にいて十二分に発揮されていることが理解できた。その一方で、活動の歴史の浅い地域では、ヒズメット教育経験者を輩出し 総体的ネッ ワークに巻き込んで く戦略を今後どのように展開し いくかが、重要なポイントであることもわかった。　
人材再生産が、本国の場合で十分に機能している点は、奨学金制度の活用
実
態
か
ら
も
み
て
と
れ
る。
本
校
は
経
済
的
に
通
学
困
難
な
階
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た、充実した奨学金制度を提供している。バルガンの説明で 、二割程の児童・生徒は、学費の全額免除措置 受けている。物価の高いイスタンブルある本校の学費は、地方のヒズメット校の倍近くに達している。地方にあるヒズメット校の場合であれば、経済的中間層の子弟でも通学は可能な程度の学
費
で
あ
る
（
6）。
こ
こ
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
は、
そ
う
し
た
中
間
層
に
さ
え
も
困
難
な
学
費設定となってしまっており は欠かせな のが現状である。　
し
か
し
、
二
割
の
全
額
学
費
免
除
者
た
ち
は
、
む
し
ろ貧
困
階
層
に属
す
る
子
弟
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
卒
業
後
も
、
学
費
返
還
の
義
務
は課
され
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こう
し
た
制
度
を経
た
優
秀
な
人
材は
、
近
い
将
来
で
は
大
学
生
時
代
に
家
庭
教
師
役
を
積
極
的
に
担
っ
て
く
れ
る
潜
在
的
な
人
材
と
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
社
会
に
出
て
か
ら
は
、
寄
付
と
い
う
形で
貢
献
をし
て
く
れ
るか
、
あ
る
い
は
自
ら
の
子
供
た
ち
を
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
フェティフ・コレジ
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校
に
通
学
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
戦
略
が
そ
の
背
景
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
　
実
際
に
あ
っ
た
例
と
し
て、
冷
蔵
庫
さ
え
も
購
入
で
き
な
い
貧
し
い
家
庭
の
子
弟
が、
こうした奨学金制度を活用してヒズメット校の教育を受けて、その後社会に出て、いまは結婚して電化製品販売店を経営し、ヒズメットを支えてくれる人
材
と
な
っ
て
い
る。
「ヒ
ズ
メ
ッ
ト
精
神
を
も
っ
て
卒
業
を
し
た
人
材
が、
社
会
に
出
て
活
躍
し、
わ
れ
わ
れ
の
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
に
賛
同
し
て
く
れ
る
の
を
見
る
こ
と
は、
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
に
携
わ
る
者
と
し
て
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
あ
る」
と
い
う
言
葉
に、
銀行業務を退職後、スカウトされて現職を勤めるバルガン個人 、教育者としてのヒズメット精神を垣間見ることができる。　
知
識（教
育）
を
提
供
す
る
こ
と
は、
神
を
満
足
さ
せ
る
行
為（
rıza-i İlahi <
riḍā 
A
llāh ）
で
あ
る
と
説
き、
無
知
と
貧
困、
そ
し
て
社
会
不
穏
に
苦
し
む
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界の現状を打破しようとするギュレンの教えに共感し、質の高い教育の提供に
よ
っ
て、
社
会
に
同
じ
意
識
を
も
っ
た
人
材
を
再
生
産
し
て
い
く
（
7）。
本
国
ト
ル
コ
における教育支援の事例を検討 ことで、こうした取り組みにおけ 独特の戦略を改めて確認できた。学校教育に限られず、野外読書活動など、ヒズメットは特色ある活動を外にも多く打ち出している。たとえヒズメット校を卒業していなくとも、こうしたさまざまな活動を通じて 自分はヒズメットに
関
わ
り
を
も
つ
と
意
識
す
る
者
も
多
い
（
8）。
本
論
で
示
し
た
寮
制
度
の
役
割
の
よ
う
に、それらの固有の背景や特徴的機能 ついて、より客観的な分析を行っいく必要がある。?
?
?????????
?
??????????
（カイロ・ナセルシティ地区）
　
カ
イ
ロ
の
ナ
セ
ル
シ
テ
ィ
M
adīnat N
aṣr 地
区
に
あ
る
サ
ラ
ー
フ
ッ
デ
ィ
ー
ン・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
校
Salahaldin International School は、
二
〇
〇
九
年
に
開
校
し
た、
ア
ラ
ブ
地
域
で
初
め
て
の
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
校
で
あ
る
（
9）。
創
立
当
初
は、
幼
稚
園
か
ら
第
九学年（後期中等第一学年）までの児童・生徒から出発し
、筆者の訪問時に
は第一二学年（後期中等第三学年）まで拡大 、幼稚園を除いた九〇〇名近い児童・生徒が在学している
（
10）。
　
学校の創立と運営に寄付は受けておらず、学費面のみで運営されているこ
とから、現地でもわずか一握りの裕福な階層の子弟のみが通学してい 。その
た
め、
現
状
で
は
奨
学
金
制
度
の
利
用
率
は
非
常
に
低
く、
部
分
的
奨
学
金
さ
え
も、
利用者は少数だという。
　
本校に対する人気は高いようで、幼稚園の申し込みは、一个月の募集期間
で定員に達してしまうという。幼稚園以外の入学に当たっては、学力だけでな
く
倫
理・
道
徳
面
を
考
慮
し
た
上
で
の
選
抜
を
行
っ
て
い
る
（
11）。
こ
う
し
た
入
学
に
当たっての教育方針が、実際に児童・生徒に反映されていることは、訪問した筆者が実体験することができた。　
これまで筆者は、カイロの公立高校を訪問し、母国語教育と外国語教育に
ついて聞き取り調査を行ってきた。 、私立学校の現状につい 、両親や教
員
な
ど
を
通
じ
た
聞
き
取
り
を
行
っ
て
き
た
（
12）。
そ
れ
ら
の
経
験
か
ら、
裕
福
な
子
弟の通う有名私立学校では、英語教育を主とした学力の高さは認めら る反面、母国語や倫理教育にはあまり関心が払われていな という印象を抱いていた。対して私立学校である本校 、昼休みの時間帯に児童・生徒と接した体験から 非常に高 母国語（正則アラビア語）能力 礼儀正しさに驚かされた。　
これらは、入学後の徹底した指導による成果であって、母国語（アラビア
語）以外の教員のアラビア 能力について、改善 余地 あるこ を認めつつも、基本的に教育言語は正則アラビア語によっている。ドバイで行われるア
ラ
ビ
ア
語
小
説
朗
読
コ
ン
テ
ス
ト
に、
学
校
全
体
で
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
な
ど、
サラーフッディーン・インターナショナル校
構内各所で目にする道徳教育の掲示
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母国語教育に対する重点化の方針は、本校の特色の一つとなっている。　
そして、エジプトの他のインターナショナル校では珍しい、児童・生徒の
倫理・道徳教育も、ヒズメット教育を行う本校の特徴となっている。宗教倫理や道徳を、学校 の最大の特徴として全面には打ち出してはいない。しかし、ヒズメット校として当然ながら重視する姿勢は、保護者たちにおおむね良好に受け止められていると、シムシェク校長は分析している。　
現状では、ムスリムのみの児童・生徒が本校に在学している。しかし、保
護者たちは同じムスリムであるに かかわらず、宗教に深く関わる倫理・道徳教育について、関心を示す者とそうでない者との間で、明確には示されない一定の溝があると、シムシェク校長はみ いる。学校行事として教育の現場
に
巻
き
込
む
こ
と
で、
こ
う
し
た
両
親
た
ち
の
間
に
意
識
の
変
化
を
生
み
出
し
た
い
と、
学
校
側
は
考
え
て
い
る。
な
お、
学
校
生
活
で
は、
宗
教
行
事
は
強
制
し
て
お
ら
ず、礼拝空間は設けてあるが、児童・生徒の自主性に任せられている。　
一
方、
本
国
の
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
校
を
訪
問
し
た
こ
と
で
理
解
で
き
た
固
有
の
寮
制
度
だ
が、本校も同様に寮を付設してい 。カイロ市内 劣悪な交通事情だけでなく、アズハル学院の存在からもわか ように 寮制度 習慣 古く あるにもかかわらず、活用は十分ではない。わず 一〇人強の寮の利用者の大半は、ヒズメット校における寮の役割を理解す 在エジプト・トルコ人の子弟
と
な
っ
て
い
る
（
13）。
寮
の
家
庭
教
師
役
は、
当
然
な
が
ら
本
校
に
よ
る
人
材
の
再
生
産はまだできていないので 現地のボランティア大学生に依存している。　
例外的に、寮を利用しているエジプト人学生は二名おり、アレクサンドリ
ア
出
身
の
学
生（学
費
全
額
免
除）
と、
タ
ン
タ
ー
出
身
の
学
生（奨
学
制
度
未
利
用）
で、ヒズメット校における固有の寮制度が目的ではない。今後は、ヒズメット校における寮の固有性を理解し、積極的に活用しても いたい
とセイフッ
ラー広報の説明を受けた。　
教員の八割がエジプト人で 残り二割がトルコ人となっている。同じムス
リムであっても、エジプト人教員には の精神を理解してもらうめ、
研
修
の
機
会
を
定
期
的
に
設
け
て
い
る。
食
事
会
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
形
を
と
っ
て、教員間の交流は、ほぼ毎週設けられている。トルコ 国への研修旅行実施しており、多くのヒズメット校を見学し、教育実践の場だけでなく、教育方針全般の理解を深めてもらうようにしている。ヒズメット 精神を理解するトルコ人教員たちにも、模範としてエジプ 人教員を導くことが期待されている。
　
エ
ジ
プ
ト
の
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
校
に
着
任
す
る
以
前
に
は、
タ
イ
や
北
米
と
い
っ
た
イ
ス
ラーム世界以外で、教育実践と学校経営の実績を積んできたシムシェク校長による試みは、今後どのような影響をもたらすのか。エジプトでは、母国語能力どころか、いまだに識字率が問題視される が実情である。それに比例するかの う
に、教育成果の水準も低下傾向にあると嘆かれるエジプト教育
界に、ヒズメット教育 どのような貢献をするのだろうか。その成果が示されるには、当然長い期間を要するだろう。?
?
?????????
（バンテン州南タンゲラン県ポンドック・チャベ地区）
（
14）
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
州
の
西
南
に
隣
接
す
る、
南
タ
ン
ゲ
ラ
ン
に
あ
る
カ
リ
ス
マ・
バ
ン
サ・
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
寄
宿
学
校
 K
harism
a B
angsa B
ilingual B
oarding School は、
書
店
（出
版
社）
の
経
営
で
も
知
ら
れ
る
カ
リ
ス
マ
財
団
の
寄
付
に
よ
っ
て、
二
〇
〇
六
年
に
創
立
さ
れ
た
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
校
で
あ
る
（
15）。
筆
者
が
訪
問
し
た
時
点
で
は、
初
等
教
育、
前期・後期中等教育段階まで、児童・生徒数は五〇〇名に達している　
児童・生徒の大半はムスリムで、次いでキリスト教徒が多く、その他仏教
徒なども在学している。エスニシティ別では 地元インドネシア人が大半を
カリスマ・バンサ校
食事を無駄にしないよう促す掲示
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占
め
て
お
り、
そ
の
他
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
働
く
国
外
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
の
子
弟
と
なっている。学費面では、同等の他のインターナショナル校と比べるとやや低く設定されてはいるが、カイロのサラーフッディーン校と同様に、裕福な家庭をターゲットとした額に設定されている。本校は、ジャカ タ郊外に位置
し
て
い
る
こ
と
か
ら、
特
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
富
裕
層
の
子
弟
が
大
半
を
占
め
て
お
り、
ヒズメット校としての教育実践に、予想外の課題を突きつけている。　
インドネシアのなかでも、特にジャカルタの富裕層には、家庭内でメイド
を
雇
用
す
る
習
慣
が
広
く
定
着
し
て
い
る。
そ
の
た
め、
本
校
の
児
童・
生
徒
の
多
く
は、こうしたメイドの存在に影響された家庭生活に慣 親しんで た。部屋の掃除からベッドメークまで、ありとあらゆることをやってもらうのが当たり前だと思っている児童・生徒が多いと、アフメト副校長はなかばあきれ顔で話す。　
筆者が本校を初めて訪問した際には、ちょうど昼食の時間
帯だった。校舎
の外で昼食を食べていた生徒 ちのグループを見かけたが、食べ終わったゴミの処理にまったく無頓着だった姿を見たとき ヒズメット校としては意だと感じたのだが、こういう事情があったのだった。　
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
教
育
に
お
い
て
は、
自
然
科
学
や
外
国
語
の
高
い
教
育
実
績
だ
け
で
な
く、倫理・道徳教育の徹底がその特徴としてあることは、すでに言及してきた通りである。保護者側としても、こ した規律性や自らの身の回 の整理などの基本的なしつけができていない点を問題視 ており、学 も重要課題として取り組んでいる。　
アフメト副校長自身、教壇に立つ場合で、教室内が散乱しているのを見つ
けたら、自主的に児童・生徒が片付けないかぎり授業を始めないなど 厳格な姿勢で対応しているという。科目 知識を教えることも重要だが、繰り返し自らの体を使って習慣づけさせ ことは、難し こと が大切なことだとアフメト副校長は説明する。　
本
校
に
も
寮
は
整
備
さ
れ
て
お
り、
高
校
生
で
六
割
が
利
用
し
て
い
る（男
女
比
は
半
々）
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
交
通
渋
滞
は
い
ま
や
世
界
一
と
も
言
わ
れ
る
が、
倫
理・
道
徳
面の教育と同時に、ヒズメット校の伝統である教育機会の利点から、寮 利用が選択されている。　
寮の家庭教師役は、カイロの場合と同様、まだ本校によって人材は十分に
再生産されていないために、専用の教員を配置している。昼間の通常 授業も担当する未婚の若い教員に、できれば住み込みで、児童・生徒 少しでも
多くの時間を過ごしてもらい、倫理・道徳面での影響も与えることができるよ
う、
家
庭
教
師
役
を
任
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る。
し
か
し
そ
の
人
数
は
十
分
で
は
な
く、
試
験
直
前
な
ど
に
は、
寮
で
生
活
す
る
児
童・
生
徒
か
ら
質
問
が
殺
到
し
て
し
ま
う。今後、この家庭教師役を増やした が、できれば本国ヒズメット校のように、卒業生の積極的な「奉仕」も望めるようにしたいという
（
16）。
　
学
校
と
し
て
は
さ
ら
に、
「親
の
子
離
れ」
対
策
と
し
て
も
、
寮
の
利
用
に
期
待
し
て
いる。伝統的なプサントレンのように、インドネシアでも教育の場に寮があることは、そう珍しいも ではない。しかし、親は子供を溺愛しすぎる傾向があるとアフメト副校長は指摘する。こ した点を改善するためにも、通学可能な児童・生徒に対しても、寮の活用を積極的に勧めている。同時に、親を教育に巻き込むことの重要性も、やはり本校でも意識されており、インドネシアで他に例のない、定期 家庭訪問 実施をして 子供たちの教育に対して親の意識を高めていこ と試みがなされている　
教員の七割はインドネシア人で、トルコ人教員は一〇人ほどが勤務してい
る。英語教員にはネイティブを招聘したいが、イ ドネシアの法 規制が理由で、実現は難しいという。その他の科目を担当するインドネシア人教員については、カイロのサラーフッディーン校の場合と同様 ヒズメット精神を理解する姿勢を学校と て 期待している。一年間のト
ルコ本国での研修制
度も、現地教員のために設定されており、 れまではおおむね良好な反応得ているという。　
自ら英語教師とカウンセリング役も担当するアフメト副校長は、本国以外
でのヒズメット校赴任はこれが初めてで、現在四年目だ う。小・中学校時代をオランダで過ごし、異文化体験には慣れていることから すでに日常生活に不便を感じない程度のインドネシア語は習得してい 。同じムスリムとして、インドネシアには共通性を感じとれるが、礼拝に対す 熱意には正直驚かされたという。トルコ本国とは違って、日々 礼拝に熱心であり、実際に本校の児童・生徒たちからの要望があったので、学内で 礼拝行事は一任している いう。　
インドネシア国内にも地域的な違いがあって、アチェなどでは宗教教育に
対
す
る
要
望
が
高
い
と
聞
い
て
い
る。
し
か
し、
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
教
育
を
推
進
す
る
本
校
は、プサントレンにおける暗記中心 教育とは異なる。地域 文化と宗教的な
伝統を守りつつ、西欧的で自由な知識をも対象とした、バラ スのとれた
教育を目指していきたいという。
28イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 6（2014.3）
Hizmet in Islamic World: Short Report on Turkey, Egypt, and Indonesia Cases
?
?
????
（イスタンブル・ウスキュダル地区）
　
ウ
ス
キ
ュ
ダ
ル
Ü
sküdar 地
区
に
あ
る
ア
カ
デ
ミ
A
kadem
i （
Islam
ic Studies Insti-
tute ）
は、
こ
れ
ま
で
扱
っ
て
き
た
一
般
の
教
育
を
対
象
と
し
た
私
立
学
校
で
は
な
い
（
17）。
こ
こ
に
は、
ギ
ュ
レ
ン
の
見
解
や
著
作
が
掲
載
さ
れ
る
雑
誌『ヒ
ラ
ー
Ḥ
irāʾ 』
の
本
部
事
務
所
が
あ
り
（
18）、
ギ
ュ
レ
ン
の
著
作
の
校
正・
校
訂
や
出
版
活
動
を
行
っ
て
いる、イスラームの宗教を専門とした高等学術・教育センターである。ギュレ
ン
に
教
え
を
受
け
た「五
階
beşinci kat 」
（
19）出
身
の
人
た
ち
に
よ
っ
て、
イ
ン
タ
ー
ネット等を通じた一般からの質問に回答（ファトワー）を行ったり、成人を対象としたコーラン勉強会なども開催されたりするように、イスラームに関する知識の提供や学習の場として、広く一般に開かれた場所という側面も併せもっている。　
そして、なによりも、ここは宗教諸学を扱う高等教育機関、いわば現代版
のマドラサである。宗教学 専門に学ぶ学生たちが、世界各地からここに集まってお
り、学習のための環境とともに、住居や食事も提供され、ギュレン
に教えを受けた知識人たちによる指導を受けている。インターネットが利用
できる環境が整った、コーランやハディース学、法学といった各種の書物が整然と並んだ図書室では、さまざまな国籍の学生たちが、ノートパソコンを用いて自習をしている。　
そのなかに、エジプト出身者の学生を見つけることができた。なぜここで
勉強をしているのか、話を聞いてみると、ここの環境が優れていると判断したためだという。こうした国外からの学生たちのなかでは、中央アジア諸国のテュルク系言語使用者が 比較的多数を占めている。そもそも、ヒズメットの活動の揺籃の地であり、発展の地ともいわれる中央アジア諸国とのつながりの強さを、改めてこのアカデミ訪問で確認できた。　
国籍にかかわらず、このアカデミで学んだ、イスラームの伝統的知識と
もに、ヒズメット精神――イスラーム 価値観に基づ て人々
と社会に奉仕
すること――をもった宗教的知識人が世界各地に派遣されて さまざま ヒズ
メ
ッ
ト
の
活
動
に
従
事
す
る
者
た
ち
を
精
神
的
に
支
え
て
い
く
（
20）。
こ
う
し
た
知
識
人たちは、ギュレンの教えにつながることから、当然ながらギュレンを媒介として、過去のウラマーの知的系譜に連なる伝統的知識人ということにもなる。　
自
ら
も「五
階」
出
身
の
エ
ル
ゲ
ネ
教
授
に
よ
る
と、
外
か
ら
見
た
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
と
は、基本的にＮＧＯと同じであり、政治性を帯びない、民間の活動であると説明される。ただ、一般のＮＧＯと大きく異なる は、コー ン ハディース、
そ
し
て（イ
ス
ラ
ー
ム）
神
秘
主
義
taṣaw
w
uf の
影
響
を
受
け
て
い
る
点
だ
と
い
う。これらの点に基づいて、①広い知識一般の教育によって人材を育成すること、②活動を持続化させるための資金面 配慮すること、③スピリチュアリティ―― は倫理や道徳面と言い換えが可能という―― 重視すが、活動を内側からみた特徴となっ いる 、エルゲネ教授
は説明する。
　
エルゲネ教授の実体験に基づいた理解によると、ギュレン本人は、長い時
間をかけて、決して他人に命令をするこ なく 自ら 教えを対話という形式
に
よ
っ
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
尽
力
し
て
き
た
の
だ
と
い
う。
「あ
れ
を
せ
よ」
、
「これをしてはいけない」
、といった命令や禁止によってではなく、思い描い
た理想に到達できるよう、時間が かることを承知の上で あくま 対話を通じて理解を促すという基本姿勢があったからこそ、ヒズメット 活動がここまで育ってきたのだという。　
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
が
イ
ス
ラ
ー
ム
的
で
あ
る
こ
と
は、
そ
の
活
動
に
従
事
す
る
個
々
人
に
とってみれば、自明のこと ろう。ギュレンの説くイスラームの教えによっ
アカデミの図書室
中央アジアからの学生たち
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て意識を変えたために、ある者は自分にできる範囲のこと――たとえば家庭教師役――をボランティアとして実施し、善行に自ら寄与できたことを誇りとする。またある者は、必要とされる教育を効果的に実施しようと、学校の運営や 育実践を自らの生業として追求していくなかで、善行に寄与していることを強く意識している。こうして、さまざまな人間を巻き込んで、実際の社会関係が展開されていくなかに、総体的ヒズメットのネットワークが姿を現すことを、当事者の主観的認識から読み取っ 、研究として指摘していくことが必要なのではないだろうか。?
?
????
　
アカデミは、イスラームの宗教諸学の学
イスナード
統をもつウラマーを現代に生み出
し、伝統的に蓄積されてきた知識に基づいて、イスラームの信仰を一般に広める役割も担っている。しかしこの活動自体が、多くの人を巻き込んだヒズメットを発展させたわけではない。　
その一方で、フェティフ・コレジに代
表されるギュレン校は、自然科学や
外国語といった、現代社会に通用する知識をもった人材を輩出の点で、日本や欧米などの「世俗」の学校と何ら異なることはない。そのため、ヒズメット校が、総体としてのヒズメットを生み出したわけでもないことがわかる。　
またヒズメットの一環として 世界各地で異文化交流（宗教間対話）を実
践した しても、イスラームを布教したりするわけでもなく、また対立が解消
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
（
21）。
こ
の
よ
う
に、
伝
統
的
な
宗
教
教
育
の
場、
現
代的な教育サービスや異文化交流など それぞれ個々の一面的活動だけをみていては、イスラームの信仰によって、現代的文脈のなかに構築されるムスリムたちの社会関係という、社会的現象 しての総体的ヒズメットの特徴理解には到達できない。　
教育支援においては、いわゆる伝統的な宗教の教育もムスリムにとっては
重要ではあるだろうが、ヒズメットはそれだけでは終わら
ない点に着目しな
け
れ
ば
な
ら
な
い。
神
の
創
造
し
た
こ
の
世
界
の
秩
序
を
理
解
し、
維
持
す
る
責
務
を
負
っ
た
ム
ス
リ
ム
と
し
て、
「世
俗
的
な
知
識」
で
あ
る
英
語
も
必
要
で
あ
れ
ば、
経
済
学も不可欠であろうとみなしていく。もし、物理学もムスリムと 責務に必要となるのであれば、それらを「世俗的」と断定し 教育対象から排除
し
て
よ
い
の
だろ
う
か
？
（
22）　
必
要
と
さ
れ
る
知
識
を
習
得
し
、
必
要
と
す
る
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
、
神
を
喜
ば
せ
る
善
行
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
く
点
が
、
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
の
革
新
的
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
的
観
点
か
ら
検
討
を
重
ね
て
、
人
々
を
啓
発
し
、
叱
咤
激
励
し
、
転
変
す
る
社
会
に
現
実に
対
応
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
（
23）。
そ
し
て
、
人
材
を
育
て
る
た
め
に
は
、
地
域
や
その
人
々
の
実
情
を
考
慮
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
教
育
実
践
を
追
及
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
は
、
日
々
の
交
流
活
動
によ
っ
て
得
ら
れ
る現
地
社
会
の
分
析
や
理
解
、
そ
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
コ
ネク
シ
ョ
ン
が
も
の
を
い
う
だ
ろ
う
。
現
地
か
ら
の
承
認
を
得
る
こ
と
は
、
活
動
に
対
す
る
理
解
と
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
も
得
ら
れ
、
活
動
の
持
続
化
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
の
特
徴
と
し
て
指
摘
した
、
地
域
性
／
普
遍
性
の
均
衡
と
戦
略
的
効
果
性
と
は
、
こ
う
し
た
活
動
プ
ロ
セ
ス
の
全
体
か
ら
読
み
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
ヒズメットがイスラーム的な特色をもった社会を変革する奉仕活動である
と指摘するためには、個と全体、個人と社会の総体的な関係から、より多くの
事
例
を
比
較
し、
分
析
し
て
い
く
こ
と
で
（
24）、
十
分
な
客
観
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
にしていきたい
（
25）。
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ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
hizm
et ：
ム
ス
リ
ム
社
会
の
構
築
と
イ
ス
ラ
ー
ムの伝統的価値観」
『宗教と社会貢献』第三巻第一号
（二〇一三）
一―二五頁。
（
2）
阿久津「非イスラーム世界における
hizm
et 」一五頁。
（
3）
二〇一三年一月二九日、
フェヒム・バルガン
Fehim
 B
argan
渉外担当に聞き取りを
実
施。
以
下
文
中
敬
称
略。
な
お、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル、
カ
イ
ロ
の
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
校
訪
問
に
つ
い
て
は、
日
本
ト
ル
コ
交
流
会
（
nittoK
A
I ）
の
セ
ル
カ
ン・
チ
ャ
ー
ラ
ル
S
erkan C
ağlar 東
京
本
部長の協力を得た。
（
4）
本
校
は、
未
就
学
児
童
（幼
稚
園）
か
ら
高
校
ま
で
を
含
む、
一
九
六
〇
年
創
立
の
私
立
学
校
の
一
つ。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w
w
w
.fetihkoleji.k12.tr/eskisite.htm
l （二
〇
一
三
年
一
二
月
最終アクセス、以下同）
。
（
5）
阿
久
津「非
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
hizm
et 」
五
頁
（註
九）
で
指
摘
し
た
が、
自
ら
の
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
と
し
て、
家
庭
教
師
役
を
挙
げ
る
例
は
ギ
ュ
レ
ン
会
議
の
報
告
で
頻
繁
に
み
ら
れ
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る。
本
人
に
と
っ
て
家
庭
教
師
が
善
行
で
あ
る
こ
と
は、
疑
い
な
い
の
だ
ろ
う。
し
か
し、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
背
景
や、
そ
う
理
解
す
る
人
た
ち
の
実
践
が、
周
囲
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及ぼすのか。ヒズメットを客観的に分析する必要性を示す典型的な例だろう。
（
6）
大
都
市
の
有
名
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
校
が
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る、
と
い
っ
た
学
校
間
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め、
地
方
学
生
が
下
宿
の
た
め
寮
を
活
用
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
みられない。
（
7）
阿久津「非イスラーム世界における
hizm
et 」五頁
（註一〇）
、七頁
（註一七）
。
（
8）
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
調
査
で
は、
オ
ス
マ
ン・
カ
ヤ
O
sm
an K
aya 、
ム
ス
タ
フ
ァ・
カ
レ
M
us-
tafa K
ale による協力を得た。両名とも、ヒズメット校を卒業したわけではないが、
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
の
精
神
を
理
解
し、
そ
れ
に
共
感
し、
自
ら
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
を
提
供
す
る
た
め
に、
筆
者
の
訪
問
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た。
特
定
の
地
位
や
身
分、
一
定
の
加
入
儀
礼
な
ど、
形
式
的
側
面
が
一
切
な
い、
社
会
的
運
動
で
あ
り
そ
の
現
象
と
し
て
の
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
の
特
徴
が、
ここにも示されている。
（
9）
二
〇
一
三
年
二
月
一
日、
シ
ェ
ヴ
ケ
ト・
シ
ム
シ
ェ
ク
Ş
evket Ş
im
şek
校
長、
セ
イ
フ
ッ
ラ
ー・
コ
ヌ
ク
セ
ヴ
ェ
ン
Seyfullah K
onukseven
広
報
責
任
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施。
ホームページ
http://cairo.salahaldinschool.com
/ 。
（
10）
訪
問
時
の
エ
ジ
プ
ト
の
学
校
教
育
制
度
は、
初
等
教
育
ibtidāʾīya
五
年、
前
期
中
等
教
育
iʿdādīya 四年、後期高等教育
thānaw
īya 三年となっている。
（
11）
訪問した時点で、エジプトで第二のヒズメット校が、ベニ・ エフに開校したと聞いている。
（
12）
二
〇
一
〇
年
二
月
一
八
日、
ヘ
リ
オ
ポ
リ
ス
の
A
ziz A
baza Experim
ental Language School
で、聞き取り調査を実施。
（
13）
カイロのトルコ大使館に非公式で確認してもらったところ、在エジプト・トルコ人は五〇〇〇人程度と、決して多くはないという。
（
14）
本
校の正確な所在地は、ジャカルタ首都圏のバンテン州南タンゲラン県ポンドッ
ク・チャベ地区となるが、ジャカルタ市内の通勤圏に位置する。
（
15）
二
〇
一
三
年
二
月
二
八
日、
九
月
一
二
日、
ア
フ
メ
ト・
ジ
ェ
テ
ィ
ン
A
hm
et C
etin
副
校
長、
ア
リ
ー・
ウ
ン
サ
ル
A
li U
nsal 運
営
役
員・
国
立
イ
ス
ラ
ー
ム
大
学
U
IN
・
ギ
ュ
レ
ン
講
座
長
の
両
名
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は、
http://w
w
w
.kharism
abangsa.sch.id/
index.php?option=com
_content&
view
=article&
id=47&
Item
id=53 。
（
16）
主に
U
IN
のトルコ人留学生が、ボランティア家庭教師を担っている。
（
17）
二〇一三年一月三〇日、メフメト・エネス・エルゲネ
M
ehm
et Enes Ergene 教授に
聞
き
取
り
調
査。
所
在
地
は、
ヌ
ル
バ
バ・
モ
ス
ク
N
urbaba C
am
ii 内
に
位
置
す
る
が、
移
転の予定があると
いう。
（
18）
ホームページ、
http://w
w
w
.hiram
agazine.com
/ 。
（
19）
ギュレン本人によって指導される宗教諸学の教育の場はこの呼称で親しまれている。
現
在
で
も、
ト
ル
コ
本
国
の
大
学
神
学
部
卒
業
生
の
数
名
が
毎
年
ス
カ
ウ
ト
さ
れ、
試
験
を
経
て
直
々
の
教
育
を
受
け
る
五
階
に
入
学
す
る。
教
育
期
間
は
約
一
〇
年
と
い
わ
れ
て
い
る。
し
か
し
な
ぜ、
こ
の
名
称
な
の
か
を
理
解
し
て
い
る
者
に、
筆
者
は
い
ま
だ
出
会
っ
て
い
ない。
（
20）
阿
久
津「非
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
hizm
et 」
で
も
紹
介
し
た
シ
ド
ニ
ー
の
調
査
で
は、
こ
の
五
階
の
教
育
を
経
て、
ま
さ
に
赴
任
し
た
ば
か
り
の
人
物
を
目
撃
し
た
が、
イ
ン
タ
ビューはできなかった。
（
21）
宗
教
間
対
話
inter-religious dialogue と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が、
異
文
化
交
流
と
と
ら
え
た方が、実態に近い。阿久津「非イスラーム世界における
hizm
et 」二―四頁。
（
22）
アラブ・イスラ ムの過去の宗教諸学の遺産につい
て、それらが固有の学問と外
来
の
学
問、
あ
る
い
は
宗
教
的
学
問
と
そ
れ
以
外
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
区
分
は、
決
し
て
固
定
的
で
は
な
い。
む
し
ろ、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
に
よ
っ
て
多
様
な
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
背
景
こ
そ
が、
分
析
の
対
象
と
な
る
べ
き
こ
と
は、
以
下
を
参
照。
阿
久
津
正
幸「フ
ァ
ー
ラ
ー
ビ
ー
『諸
学
通
覧』
：
知
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
ム
ス
リ
ム
社
会」
柳
橋
博
之
編『イ
ス
ラ
ー
ム：
知の遺産』東京大学出版会、二〇一四年、五八―五九頁
（
23）
阿
久
津「非
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
hizm
et 」
一
七
頁。
こ
の
思
想
は、
ギ
ュ
レ
ン
の
独
創
で
は
な
い
よ
う
で、
歴
史
的
な
文
脈
と、
地
域
的
特
質
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る。
信
仰
に
発
し
て、
伝
統
文
化
を
守
る
社
会
や、
現
代
技
術
を
採
用
す
る
社
会
な
ど、
多
様
な社会を
taw
ḥīdic pluralism
として分析する必要がある。
（
24）
本
稿
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
hizm
et と
し
て、
ト
ル
コ、
エ
ジ
プ
ト、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
扱
っ
た
が、
hizm
et 揺
籃
の
地
で
あ
る
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
事
例
の
検
討
も
必
須
と
な
る
だろう。
（
25）
イスタンブル調査では、サマンヨルＴＶ、キムセ・ヨク・ム
K
im
se Yok M
u （緊急
災害支援組織）
なども訪問した。これらは、稿を改めて紹介したい。
